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ホジ ェ ン語の ｢- m/- mi+ と r- 訂e+ に つ い て
李 林静
0 は じめ に
ホ ジェ ン語*1の副動詞*2は ｢Vl … V 2+という構造の V l に後続し､ い ろい ろな従属節を作る機
能を持っ て い る ｡ 安 (1986) によれば､ 副動詞形に は人称を伴うもの と人称を伴わない もの があ
る ｡ 人称を伴うものは ､ 従属節で示 され る動作 (v l) と主文で示される動作 (v 2) が異なる主
体によ っ て行われる ことになり､ 人称を伴わない もの は､ 従属節で示ざれる動作 (v l) と主文で
示され る動作 (v 2) が同 一 主語によ っ て行われる こ とに なる ｡ 人称を伴わない副動詞形に は語
幹十 - mi/- m と語幹＋ -r eがある｡ また､ - 也/一 皿 は V 2 の様態､ v lと V 2とが同時進行である こと
を表し､ -r eは Vl が V 2 に先行する こ とを表すと記述されて い る ｡ 本稿で は安 (1986) の _ mi/_ m
と-r eの機能に つ い ての記述を ､ 筆者の得たデ ー タによ っ て検証す る こ とを目的とす る｡ 資料は
安 (1986)､ 尤､ 博 (1987)､ Z ha ng etal. (1989)
*3と筆者が フィ ー ル ドで採集したデ ー タ *4を周
い る ｡
1 先行研究
安 (1986) は､ - mi につ いて 三 つ の働きをも っ て い ると記述して い る｡
1) 後の動詞を修飾し､ 後の動詞が表す行為の様式を表す｡
(1) nianimin -tkinixte n e- mix es u- Ⅹe- ni. (A:55)
彼 私 一に 笑う - mi 言う 一過去-3sg.
｢彼は私に笑っ て言っ た｡+
2) - miを繰り返すこ とによ っ て ､ 動作の持続､ 様式を表す｡
*1ホ ジ ェ ン語は中国黒龍江省アム ー ル川 ､ ウス - リ川流域に住むホジ ェ ン族の 言語で ､ アルタイ諸言語の申の ツ ン
グ ー ス 満州諸語に属して い るとみな苫れ て い るo 1 99 0年の中国人口調査に よると､ 人口は 4 25 2人である｡ 方言はへ ジ ェ
ン方言とキ ー レン方言とがあり､ 本稿の記述はキ ー レン方言に基づい て い る｡
*2な お､ 『言語学大辞典』(術語編,p.1 14 2) で は ｢副動詞 (ふくどうし) 英c o n v erb 日本語の複文で は, そ の主節に
先行する従属節の末尾に位置する用言は, 主節との い ろい ろな関係に応じて , い ろい ろな形をとる. た とえば､ ｢神田 へ
行っ て , 本を買 っ た+ の行ッ テ (行クの連用形＋テ) とか, ｢明日, 雨が障 っ たら, 行かない+ の降ッ タラ (降ルの連用
形＋タラ)･ これ らの形 (接続形態)香 , 一 括 して c o n verb という. この 述語は､ フ ィ ン ラ ン ドの アルタイ語学者ラムス
テ ッ ド (GIRa m stedt) の つ く っ た もの で , アル タイ型の諸言語の動詞には 一 般的にみられる現象を示すもの であるから,
便利な用語である.+ と して い るo
*3以下､ 例文の出典を示す際､ それぞれ､ A､ Y､ Z と略称する｡
*4調査場所､ 期間､ イ ン フ ォ ー マ ン トは次のとおりであるo 中国黒龍江省同江市街津口郷､ 2 0 02年 8月 18 日 - 8月
23 日､ 2 00 2年9月 8日 - 9月 25日､ 何井山氏､ 男性､ 72歳 (調査時)､ 尤翠玉氏､ 女性､ 7 5歳 (調査時)､ 尤文蘭氏､
女性､ 56歳 (調査時)｡ 例文の資料番号を示す際､ それぞれ､ JS､ CY､ W Lと略称する｡ Y いま尤翠玉氏(C Y) と尤文
蘭氏(w L) との 会話資料を示す｡
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(2) nia nisoNo- 血 s oNo- mi bude- Ⅹe- ni. (A:56)
彼 泣く I mi 泣く - mi 死ぬ 一過去 -3sg.
｢彼は泣い て泣い て死んだo+
3) 二 つ の動作が同時に行われる ことを表す｡
(3) si adili- w ekinda 一 皿ie m ergi. (A:56)
あなた 網-を 撒く 一 皿i 帰 っ て来る (命令)
｢網を撒いて 帰っ て来い ｡+
- mi の機能は上記の三 つ が挙げられて い るが ､ 三 つ の働きとも本質的に は同 じもので ､ V lが
V 2 の様態､ 状況を表して い る o 従 っ て ､ 安 (1986) での 三 つ の機能は 一 つ ｢様態+ という機能
としてまとめる ことができよう｡
副動詞 -reに つ い ては前の動作が後ろの動作に先行する こ とを表す と記述 して い る ｡
(4) si Jo 又-dule e n e- r e m a ci tein e- r ete nie me. (A:56)
あなた 家- に 行く -r e しばらく 休む -;e 又 来る
｢あなたは家に帰っ て ､ しばらく休んで から ､ また来て ｡+.
(5) Ⅹebeli- w e- ni fu kte-r e Solo xte - w e- nieiten- m enitate -r e noto -Ⅹe - ni. (A:56)
臥 を -3sg･ 切り開く - r e腰 - 杏 -3sg･ 一 切 - を 引き出す -re捨て る 一過去 -3sg.
｢(彼は) 腹を切り開い て ､ 腸な どを引き出して捨てた｡+
しかし､ Z b皿g etal. (1989) では ､ -reが同時進行を表す例があ っ た｡ これに つ いて は ､ 3.4で
また触れたい ｡ -
(6) niani damixin - m e o mi-r e e n e-Ⅹe- ni. (Z:58)
彼 タバ コ ー を 吸う - r e行く 一過去 -3sg.
｢彼は タバ コ を吸い ながら行 っ た｡+
次に筆者の得たデ ー タからの - mi/- m と -r eの用例を見てみたい ｡
2 - mi の用法
V lが v 2 の様態､ 状況を表す こ とに おい て安 (1986) の記述とほぼ 一 致して い る. こ こ では ､
V 2 の性質から ､ - mi の用法を次のように分類する ｡
2.1 V l＋- mi/- m ＋V 2(補助動詞)
m ete ｢ - で きる+､ ulxi ｢ - で きる+､ baka ｢得る+､ dsrim ｢始める+､ du ｢始める+､ odi
｢終える+ が v2 になっ て い る場合､ v lと V 2 の接続に必ず- mi/- m が用 い られる. こ こ では､ こ
れらの動詞を補助動詞と呼ぶ こ とにする ｡ 他の動詞より､ これ らの 補助動詞は - mi/- m と弓重く結
びつ い ており､ V lとV 2が 一 体にな っ て いると見られる ｡
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(A) v l＋ - mi/一 皿 ＋ m ete ｢V l できる (可能)+
(7) Saku uile- m m ete -r e. *5 (o208 W L O610)
皆 働い - m できる -r e
｢何でもできる｡+
(8) n a-du tu adejigii- m m ete -Se n. (0208 W L O604)
私 で 火 も 起こ す - m で きる 一否定3sg.
｢床に火 を起こす ことさえで きな い ｡+
(B) v l＋ - mi/- m ＋ ulxi ｢V lできる (能力)+
(9) jule erbsi- m ulxi-Se n, e siulxi-yl- ni da -x a- ni, (0208JSOIO47)
音 泳 ぐ m で きる -否定 今 できる 一形非 -3sg. なる 一 過去 -3sg.
｢彼は昔泳げなか っ たが､ 今泳げるように なっ た ｡+
(C) v l＋- mi/- m ＋ baka ｢Vl できる (可能)+
(10) ti w ailei-du degada- m baka-u ri. (0208JSOIO76)
その もの どこ - で も 買う - m 得る - もの だ (非人称)
｢それはどこでも買える ｡+
(D) v l＋ - mi/- m ＋ deriw u, du ｢V lし始める+
(ll) uls e- w ejefu-ki x ebeliun si- m deriw u- x e- ni. (A:60)
肉-を 食べ る 一副 お腹 痛む - m 始める 過 去-3sg.
｢肉を食べ たら､ お腹が痛くなり始めた ｡+
(12) nia nix ez u一 皿 du -x e n. (0208JSOIO31)
彼 話す 一 皿 始める 一過去3sg.
｢彼は話し始めた｡+
(E) v l＋ - mi/- m ＋ odi｢V lし終える+
(13) nianiuile- m ode -r e, en e- xe- ni. (0208JSOl151)
彼 働く - m 終わる -r e行く 一過去-3sg.
｢仕事を終えて彼は帰っ た｡+
2.2V 2が補助動詞以外の動詞の 場合
V 2が 2.1 で挙げられた補助動詞以外の動詞である場合､ v lが v 2 の様態､ 状況を表す例はほ
*5文末の -re と文中の -re と は性質の異なるもの で ､ こ こ で は問題としな い ｡
- 57-
とんどで あるo 中に ‥ V lの示す動作が V 2の 示す動作の原 因で ある と解釈で きるもの (例18､
19) もある ｡
(14) ei m afa de x otkutu - m a丘n e- Ⅹe - ni. (0208 W LO414)
こ の 爺さん も ふりする - m 寝る 一過去 -3sg.
｢この爺さんも寝たふりを して い る｡+
(15) tui x ulx a- mi duldi-yi- ni. (0208 W L O415)
そう 盗む - m i聞く -形非-3sg.
｢そうして盗み聞きして い る ｡+
(16) ya ode uile-Se n ba n e x oN. tekibisi miote n e iniinijubu re- m x uli- r e. (0208 Y L)
何 も 働く -否定 怠け者 その ような 人 まさに 日 日 借りる - m 歩く -r e
｢何も働かない ､ 怠け者､ その ような人は まさに毎日借り回る 0+
(17) ei in akin ei leluki- w ejefu. s a n a- m w a- 又a n. (0208 W LO425)
この 犬 この 狼- を 食べ る 噛む 一 皿 殺す 一過去
｢犬が狼を食べ た｡ 噛み殺した｡+
(18) nia niu n si- mi soNodu -又e n. (0208JSOl175)
彼 痛む 一 皿i泣く は じめる 一過去
｢彼は痛くて泣き始めた｡+
(19) nianigegti- mi sen e- x e- ni. (0208JSO1180)
彼 凍える - mi目が覚める 過 去-3sg.
｢寒くな っ たの で ､ 彼は目がさめた ｡+
3 - r eの 用法
3.1 V lが v 2 に先行する動作 で ある
V lが V 2 に先行す る動作を表すとい う記述に 一 致する例がほとん どである ｡
(20) jefu-r e e n e-ki- si. (0208 Y L)
食べる -r e行く塙rJ-2sg. (命令)
｢あなた食べ て から行桝ぎ?+
(21) e minin ei xite niu- r e, giu cin w a-Ⅹe- ni. (0208 W IO505)
1 日 この 子 出る -r eノ ロ ジカ 獲る -過去-3sg.
｢ある日こ の子が出かけて ､ ノロ ジカを捕りに行っ た｡+
(22) ei lelukixite- w e- ni gaJl-re tui uji-yi- ni. (0208 W L O410)
この 狼 子供 -杏 -3sg. 持 っ てくる -r eそう 育て る -形非-3sg.
｢(お爺さんが) 狼の子供を持っ て帰 っ て ､ こう育て る ｡+
- r eによる動詞の接続の例の 中に､ 一 見 v lが v 2 の様態で あるように見え るものもある o
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(23) ili-r e im a x a- w e w a x ci-yi- ni. (0208YL)
立つ -r e魚- を 捕る -形非-3sg.
｢立 っ て魚を捕る ｡+
(24) si dudu - ru tein e-ki- si. (0208 W LOl166)
あなた 横になる - m 休む 一副 -2sg.
｢横にな っ て休んだらよ い のに ｡+
一 見､ 例27は ｢立 っ た状態で魚を捕る+､ 例28 は｢横にな っ た状態で休む+ というふうに解釈
でき､ 上記の -r eの記述と異なり､ - mi の用法に近 い ように見 える ｡ しか し､ ili｢立つ+ とい う動
詞自体は状態を示して い るのでは なく､ 立 っ て いない 状態から立 っ て い る状態に なっ て､ それか
ら魚を捕る行為が行われたはずで ある ｡ したが っ て ､ ili はある状態からある状態へ の変化を含ん
で い る動詞であり､ -r eの後の動作より先に行われて い ると解釈される べ きである ｡ 同 じこ とは
例28 の dudu にも言える｡ 同様の例は尤､ 博 (1987) とZ ba ngetal. (1989) にも見られる｡
(25) ti m a m a- w e Jajl-r e n uku rgi-yi- ni. (Y:193)
あの おばあさん -を 背負う -r e送り返す一形非-3sg.
｢あの婆さんを背負 っ て送り返す｡+
(26) tigu ru n n a x an-du te -r e buda- w ejefu- mi bire n. (Z:58)
彼ら オン ドル 一 に 坐る -r eど飯-を 食べる塙(]い る
｢彼らはオ ン ドルに坐 っ て ど飯を食べ て い る｡+
3.2 V lが複数ある場合の順序関係
例21- 26 は全部 v lが 一 つ である場合の例で ある｡ V lが複数である場合､
はどうな っ て い るかを見 てみよう｡ 安 (1986) で挙げられた例文を見る限り
それらの間の順番
(例4､ 5 を参照)､
｢家に 帰っ て (V l) 休んで (V l) から来なさい (V 2)+､ ｢腹を切り開いて (V l) 腸を引き出して
(V l) 捨て る (V 2)+ とい っ たように ､ V l同士は順番に行われてい るということが分かる ｡ しか
し､ 下の 二 例を見れば分かるように ､ Vl 同士が必ずしも時間の経過を反映して い るわけでは な
い
｡
-r eは V lが V 2を先行する こ とを表して い るが､ V lが複数である場合は ､ V l同士が必ず
順番に行われて いるとは限らな い と言えよう｡
(27) ei m afa niN tu ru-du uile-yl- ni. m otu ngト re,glu Cin w a-r e, . . .
こ の 爺さん ばかり 外 で 働く -形非-3sg. 木 拾う -re ノロ ジカ 獲る -re
gaji-yi= ni. (0208 W L O406)
も っ て来る十形非-3sg.
｢お爺さんは外で働い てばかりい る｡ 柴を拾 っ て ､ ノ ロ ジカを獲っ て . . . 持 っ て 帰る｡+
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(28) Ⅹuda十re,tergelegada-r e, Ⅹe rki gada-r e, sabeSaku gada- re,titi-r e, tui n e m
売う - r e 服 買う -r e ズボ ン 買う -r e 靴 皆 買う -r e 着る _r e そう して
baldi-yi- 血 (0208 Y L)
暮らす 一形非-3sg.
｢(朝鮮人参)を売 っ て ､ 服を買 っ たり､ ズボンを買 っ たり､ 靴などみんな買っ たりして ､
着て ､ そうして暮らして い た｡+
3.3 V lが Ⅴヱ と同時進行で ある例
Vlと V 2とが同時進行である例が z bang et al. (1989) に見い出され る (例6)｡ そ して ､ 筆者
の デ ー タからも - 例だけ見つ か っ て い るo 対比させるために､ Z hangetal. (1989) の例をもう 一
回引用する こ とにする ｡
(29) nia ni da mixin 一 皿 e o mi-r e e ne - Ⅹe- ni. (Z:58)
彼 タバ コ ー を 吸う -re 行く 一過去-3sg.
｢彼はタバ コ を吸 い ながら行っ た｡+
(30) ei nio da m xin o mi- r e nile- m bire n. (0208 W L Ol153)
こ の 人 タバ コ 吸う -r e働く - m い る
｢彼はタバ コ を吸 いながら働い て い る｡+
上記のように､ Zba ng et al. (1989) の例も､ 筆者の得た例も ､ V lが o mi ｢(タバ コ を) 吸う+
とい う動詞である ｡ - r eが他の動詞にも 同時進行の用法で接続で きるかば現時点では ､ まだ判断
しがた い ｡ こ こ では ､ こ の ような例があるという こ とを指摘するに とどめる こ とにしたい ｡
4 V＋- mi/- m ＋ bir e nと Ⅴ＋- r e＋bir en
こ こまで ､ - mi/- m と -r eの用法に つ い て考察を行い ､ - mi/- m は V lが v 2 の様態で ある こ とを
表 し､ -r eは V lが v2に先行す る こ とを表す という安 (1986) の記述を検証して きた｡ 以下で
は ､ さらに､ 上記の記述 へ の 補弓虫となる事実を補い たい ｡
日本語の ｢シ テ ィ ル+ と 同 じような構造は ホ ジ ェ ン語に もある ｡ しか し､ ホ ジ ェ ン語に は
V l＋一 miノー m ＋ bire nと､ V l＋- r e＋birenとの 二通りがある｡ bire nは本来 ｢ある ､ い る+ を意味す
る状態動詞であるが ､ こ こ で は､ 日本語の ｢ シティル+ の ｢イル+ に似て ､ 補助動詞として 用
い られ ､ - mi/- m ､ - r eとの結び つ きが強く ､ 一 体にな っ て い るように見なす こ とができる. 以下､
(31) に ､ V l＋ - m 〟- m ＋ biren とな っ た例を､ (3 2) に､ V l＋一re ＋biren とな っ た例を挙げる｡
(31) ili- m bire n ｢立 っ て い る+ , te - m bir en ｢坐 っ て い る+
Sm e一 皿 bir en ｢噛んで い る+ , soNo - m bire n ｢泣い ている+
afin e- m bir e n｢眠 っ て いる+ , Ⅹa nke- m bire n ｢怒 っ て い る+
jefu- m biren｢食べ て い る+ , o mi- m biren ｢飲んで い る+
kerci- m bire n｢(野菜を) 切っ て い る+ , c apci- 血 biren ｢(木を) 切 っ て い る+
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kinda- m bir en｢(網を) 放して い る+ , sari- mi bir en ｢(網を) 撒い て い る+
w a x ci- 血 bire n｢捕 っ て い る+ , jobgolo - m bir en ｢刺して い る+
to3(0 - m bire n｢追 っ て い る+ , degde- m bire n ｢飛んで い る+
bugdan e- m bire n｢走 っ て い る+ , Ⅹuli- m bir en ｢歩い て い る+
Ⅹe su- m bir en｢話 して い る+ , 号yi- m bire n ｢流れてい る+
miuNu - m bire n｢出て い る+, baldi- mi bire n ｢暮して い る+
e m e- m bir en｢来て いる+ , em e rgi- mi bire n ｢帰 っ て い る+
(32) ili- r ebire n｢立 っ て い る+, te -r ebire n ｢坐 っ て い る+
Sa n e-r ebire n｢噛んでい る+ , miaku- r ebire n ｢続い て い る+
niam ekte(戻)tenbu-r ebire n ｢涙ぐん で い る+ , dudu - m bir e n ｢横にな っ て い る+
s efu- r ebire n｢掴んで い る+, jafe-r ebir en ｢持 っ て い る+
nix ele-r ebire n｢笑 っ てい る+ , tai十rebir en ｢燃えて い る+
da-r ebiren ｢な っ て い る+ , s e n e-r ebir en ｢目が覚めて い る+
dasi-r ebire n｢閉 っ て い る+ , 血Ⅹer e-r ebire n ｢開 いて い る+
(31) の V l は動作を表す動詞が多く､ (32) の V lは変化を表す動詞が多い ､ つ まり､ V l＋
- mi/- m ＋ bire nの V l に現れる動詞と Vl＋ -r e＋ bire nの V l に現れる動詞自身が持つ アスペ クト
的な性質が異な っ て い る ことが見て取れるであろうo しかし､ ili｢立つ+､ te ｢座る+､ San e｢噛
む+ の ように ､ い ずれにも現れる動詞もある ｡ ただし､ イ ン フ ォ ー マ ントの確認によ ると､ ili
｢立つ+ という動詞の場合､ ili- m bire nが ｢立ちつ つ ある+ ことを意味するの に対し､ ili_rebire n
が ｢立 っ た状態で い る+ こ とを意味する という｡ したが っ て ､ V l＋- mi/- m ＋ bir enはあ る動作の
継続を表 して い る のに対し､ V l＋-r e＋ bire nはある動作が完了 して しま っ た後の結果状態を表 し
て い ると言えよう｡ こ の違い は､ Ⅶi/- m が､ v lは V 2 の様態で ある こ とを示し､ _r eが､ v l は
V 2に先行する こ とを示すとい う､ 両者の本来の性質の違い を反映して い るの では ないか と思わ
れる ｡
5まとめ と今後の課題
以上 ､ 安 (1986) で記述されたホジ ェ ン 語の副動詞一 血/- m ､ -re の用法に つ い ての検証を行っ
て きたo - mi/- m は､ V lが v 2 の様態で あるこ とを示 し､ -r eは ､ V lが v 2 に先行する こ とを示
すとい う､ 安 (1986) の記述と筆者の得たデ ー タはばぼ 一 致して い る o
- mi/- m に関しては､ V l＋- mi/- m ＋ V 2という構造の V 2が補助動詞で ある場合と､ その他の動
詞で ある場合の 二 つ に分類を したo ィe に関しては､ V l＋- r e＋ V 2とい う構造の V lが複数ある
場合に､ V l同士が必ずしも時間軸に沿っ て行われるとは限らない ことを指摘した｡ また､ _r eが
V lと V 2が同時進行である こ とを示す例も ､ 少数では あるが､ 見い 出ざれる ｡ こ のような用例
が他にもあるか どうかに つ い て は､ 今後の調査において確認しなければならない ｡
さらに､ 血/- m が v 2 の様態を､ -r eが v 2 に先行する動作を示すと いう違い が､ v l＋ _ m〟_ m ＋
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bir enが動作の継続を ､ , v l＋re＋bire nが動作の結果状態を表すとい う違い に も反映されて い る こ
とを示した｡
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